
 

 

 

 秋が深まってきました。間もなく冬の足音も聞こえてきます。今月は 23日に勤労

感謝の日があります。農業、漁業、畜産業などにかかわっている人や配送をしたり

食事をつくったりする人たちなど、いろいろな人たちのおかげで、毎日食事をする

ことができます。こうした方たちへの感謝の気持ちを忘れないようにしましょう。 

 

食べ物の命をいただいています！ 
 

 わたしたちが食べている食べ物は、どれも

生き物の命をいただいているものばかりです。 

 また、生産者や料理をつくってくれた人た

ちなど、さまざまな人びとの手を経ることで、

毎日の食卓に並んでいます。食事をする時に

は、感謝の気持ちを忘れないように、気持ち

を込めて「いただきます」「ごちそうさま」

のあいさつをしましょう。 

 そして、苦手な食べ物がある場合には一口

でも挑戦して、できるだけ食べるように努力

をしてみましょう。 

給食にはこんな人たちが 

かかわっています!! 
  わたしたちが毎日食べている給食には、

栄養教諭、調理員さん、農家の方、畜産に

たずさわる方、漁師さんや水産業にたずさ

わる方、食材を運んできてくれる運搬業の

方など、たくさんの人の手がかかわってい

ます。そして、わたしたちの元へと給食が

届けられているのです。感謝の気持ちを

持って給食をいただきましょう。 

月 給食だより 
令和６年 1１月 

流山市立常盤松中学校 

流山市立西初石中学校 

11 月 24 日は和食の日 
 日本には豊かな自然があり、各地で地域に根差した多様な

食材が用いられています。そして一汁三菜を基本とした栄養

バランスのよい食事で自然の美しさや季節を表現し、年中行

事とも深くかかわっています。この日は、和食や日本人の伝

統的な食文化について考えてみましょう。 

また、「11月は千葉県の食育月間」です！ 

自然豊かな千葉県は１１月の今の季節においしいものがたくさんとれます。 

 

 地域で生産された食材をその地域で消費することを地産地消といいます。また、遠くか

ら輸送しないので、新鮮な状態で手に入り、環境への負担も減らせます。 

千葉県では「千産千消」と書くこともあります。 

和食って 

スゴイ！ 


